
の
挨
拶
、
吉
田
努
氏
（
₄
）
の
音
頭
に
よ
る

乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。
歓
談
を
は
さ
ん
で
、
西

出
幹
事
長
代
行
（
当
時
）
よ
り
母
校
の
近
況

に
つ
い
て
、
配
布
資
料
も
使
い
な
が
ら
ご
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
数
名
に

回
は
百
通
ほ
ど
案
内
通
知
し
て
返
信
が
あ
っ

た
の
が
五
六
通
。
そ
の
内
出
席
が
十
二
名
で

あ
っ
た
。
欠
席
者
の
返
信
の
近
況
報
告
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
が
三
名
、「
今
後
連
絡
不
要
」

が
二
名
、
腰
痛
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
で
、
外
出

不
可
と
い
っ
た
今
日
の
社
会
世
相
を
実
感
す

る
。
そ
う
し
た
現
実
を
ふ
ま
え
、
野
田
さ
ん

他
数
名
の
方
か
ら
具
体
的
な
今
後
の
活
性
化

に
向
け
て
の
提
案
も
あ
り
、
次
回
開
催
に
望

み
を
託
し
て
、
二
次
会
に
繋
が
っ
た
の
は
よ

か
っ
た
。　
　
　
（
新
十
五
回　

古
川
秀
昭
）

　

東
海
朝
陽
会
連
絡
先　

小
宮
山
亨
（
12
）０８

０ 

５
１
０
７ 

３
８
９
６

古
川
秀
昭
（
15
） ０

９
０ 

２
１
３
６ 

０
９
４
７

山
川
悦
子
（
20
） ０

９
０ 

２
３
４
２ 

１
３
７
７

関
西
支
部
便
り

令
和
元
年
度
総
会
（
同
窓
会
）
報
告

　

関
西
朝
陽
会
総
会
は
令
和
元
年
十
一
月
二

十
四
日
（
日
）
十
二
時
三
十
分
～
十
四
時
三

十
迄
の
二
時
間
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

「
楓
」で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
会
員
は
十
七
名
、

本
部
か
ら
西
出
幹
事
長
代
行
（
⓯
）
が
ご
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
会
は
岡
田
華
織
氏
（
�
）

の
司
会
で
進
行
。
渡
辺
信
久
支
部
長
（
㉞
）

番
目
）
さ
ん
。
最
も
若
い
佐
野
（
後
列
右
端
）

さ
ん
は
最
近
商
事
会
社
か
ら
名
古
屋
大
学
に

異
動
と
な
っ
た
方
か
…
申
し
訳
な
い
が
今
手

元
に
記
録
が
な
く
ち
ゃ
ん
と
し
た
氏
名
、
卒

業
年
な
ど
記
せ
な
く
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
グ
ル
ー
プ
や
○
○
会
が

開
催
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
は
東
海
朝

陽
会
に
お
い
て
も
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
今

よ
る
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
を
は
さ
み
、
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
、
世
話
人
代
表
で
あ
る
青
柳

司
氏
（
₆
）
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
、
最
後
に

集
合
写
真
を
撮
影
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
次

年
度
（
令
和
二
年
度
）
に
つ
い
て
も
現
在
の

と
こ
ろ
十
一
月
中
下
旬
の
日
曜
日
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
決
定
し
ま
し
た
ら
朝
陽

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

（
四
四
回　

西
島
健
太
郎
）




